
Ｃｈａｐｔｅｒ８：

生産性向上に向けた

「あたらしい土壌」の

形成～プロジェクト課

題の推進を中心に～

　組織に定着した思考

様式・行動様式を「土

壌」と呼ぶ。昭和から

平成にかけて形成され

た土壌がいまだ堅固に

組織に残っており、そ

れらが生産性を阻害す

る要因となっている。

そのため土壌の刷新が

急務である。本稿では、

現代の生産性向上に不

可欠な土壌刷新のため

の五つの課題を示す。

（つつい　けんた）
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マ・シグマ（全米経営学部卒業者成

績優秀者協会）会員。

　

私

の

経

営

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

・

ア

プ

ロ

ー

チ

は

「

人

的

パ

フ

ォ

ー

マ

ン

ス

強

化

に

よ

る

組

織

力

向

上

」

で

あ

る

。

こ

れ

に

は

「

思

考

プ

ロ

セ

ス

の

移

転

」

と

「

組

織

・

従

業

員

へ

の

定

着

」

と

い

う

ア

プ

ロ

ー

チ

を

と

っ

て

い

る

。

　

例

え

ば

こ

れ

ま

で

「

製

造

現

場

に

お

け

る

原

因

究

明

手

法

の

定

着

に

よ

る

歩

留

ま

り

向

上

」

、

「

部

下

育

成

シ

ス

テ

ム

に

よ

る

管

理

職

の

部

下

育

成

の

定

着

」

、

「

戦

略

思

考

の

活

用

に

よ

る

経

営

課

題

立

案

と

提

言

」

な

ど

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

に

携

わ

っ

て

き

た

。

い

ず

れ

も

、

「

原

因

究

明

ス

キ

ル

」

・

「

効

果

的

な

部

下

育

成

方

法

」

・

「

戦

略

的

思

考

」

と

い

っ

た

「

思

考

プ

ロ

セ

ス

」

を

ク

ラ

イ

ア

ン

ト

に

「

移

転

」

し

、

そ

れ

が

定

常

的

に

実

践

さ

れ

る

よ

う

「

定

着

」

さ

せ

る

も

の

で

あ

っ

た

。

こ

の

よ

う

な

「

思

考

プ

ロ

セ

ス

の

移

転

」

と

「

組

織

・

従

業

員

へ

の

定

着

」

と

い

う

ア

プ

ロ

ー

チ

に

よ

っ

て

組

織

力

強

化

の

支

援

を

行

っ

て

き

た

。

●

基

本

思

想

　

「

組

織

力

強

化

支

援

」

の

根

底

に

流

れ

る

思

想

は

、

ク

ラ

イ

ア

ン

ト

の

メ

ン

バ

ー

や

職

場

を

「

健

全

か

つ

効

果

的

に

、

自

力

で

組

織

力

向

上

に

取

り

組

み

続

け

ら

れ

る

よ

う

な

状

態

に

す

る

こ

と

」

で

あ

る

。

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

が

い

な

く

と

も

、

組

織

特

有

の

使

命

を

果

た

し

続

け

ら

れ

る

よ

う

に

、

自

分

た

ち

で

考

え

、

取

り

組

ん

で

い

く

よ

う

に

し

た

い

の

で

あ

る

。

●

三

つ

の

ア

プ

ロ

ー

チ

　

こ

の

基

本

思

想

を

ベ

ー

ス

に

、

経

営

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

の

実

践

に

お

い

て

は

、

①

プ

ロ

セ

ス

伝

授

、

②

定

着

、

③

ラ

ス

テ

ィ

ン

グ

・

バ

リ

ュ

ー

、

の

三

つ

の

ア

プ

ロ

ー

チ

が

要

と

な

っ

て

い

る

。

　

一

つ

目

の

「

プ

ロ

セ

ス

伝

授

」

と

は

、

「

思

考

プ

ロ

セ

ス

」

を

ク

ラ

イ

ア

ン

ト

に

移

転

す

る

こ

と

で

あ

る

。

前

提

と

し

て

、

ク

ラ

イ

ア

ン

ト

が

、

自

身

の

業

務

内

容

（

コ

ン

テ

ン

ツ

）

の

専

門

家

で

あ

る

こ

と

を

尊

重

す

る

。

し

か

し

な

が

ら

、

コ

ン

テ

ン

ツ

の

み

に

長

け

て

い

て

も

必

ず

し

も

良

い

成

果

に

つ

な

が

る

と

は

限

ら

な

い

の

で

あ

る

。

な

ぜ

な

ら

、

良

い

成

果

に

つ

な

が

る

よ

う

な

行

為

・

行

動

は

、

「

専

門

的

な

コ

ン

テ

ン

ツ

」

が

「

良

き

思

考

プ

ロ

セ

ス

」

と

融

合

し

た

時

に

初

め

て

発

揮

さ

れ

る

も

の

だ

か

ら

で

あ

る

。

よ

っ

て

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

と

し

て

は

、

そ

の

現

場

に

役

立

つ

「

思

考

プ

ロ

セ

ス

」

を

ク

ラ

イ

ア

ン

ト

に

伝

授

し

、

ク

ラ

イ

ア

ン

ト

自

ら

が

そ

れ

ら

を

確

実

に

実

務

に

適

用

す

る

（

す

な

わ

ち

「

業

務

の

コ

ン

テ

ン

ツ

」

と

融

合

す

る

）

よ

う

に

し

て

い

く

の

で

あ

る

。

　

二

つ

目

の

「

定

着

」

と

は

、

新

た

に

獲

得

し

た

思

考

プ

ロ

セ

ス

が

、

実

務

で

常

に

正

し

く

行

為

・

行

動

と

し

て

発

現

す

る

状

態

を

指

す

。

こ

の

「

定

着

」

が

あ

っ

て

、

初

め

て

望

ま

し

い

組

織

の

成

果

へ

と

つ

な

が

る

の

で

あ

る

。

こ

の

よ

う

な

「

定

着

」

は

、

「

意

識

」

や

「

モ

チ

ベ

ー

シ

ョ

ン

」

と

い

っ

た

精

神

論

頼

み

に

す

る

と

失

敗

す

る

。

「

定

着

」

に

は

、

行

動

科

学

的

な

原

理

を

持

つ

「

仕

組

み

」

が

必

要

で

あ

り

、

い

か

に

こ

れ

ら

を

適

切

に

設

計

し

、

望

ま

し

い

行

動

の

発

現

と

定

着

に

つ

な

げ

る

か

に

掛

か

っ

て

い

る

。

　

そ

し

て

三

つ

目

の

ポ

イ

ン

ト

、

「

ラ

ス

テ

ィ

ン

グ

・

バ

リ

ュ

ー

」

と

は

、

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

不

在

で

も

ク

ラ

イ

ア

ン

ト

自

ら

に

よ

る

価

値

創

出

が

続

く

よ

う

に

す

る

こ

と

で

あ

る

。

一

時

的

な

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

介

入

で

あ

っ

て

も

、

「

思

考

プ

ロ

セ

ス

」

が

「

定

着

」

さ

え

す

れ

ば

、

ク

ラ

イ

ア

ン

ト

自

身

が

価

値

を

生

み

出

し

つ

づ

け

る

よ

う

に

す

る

こ

と

が

可

能

で

あ

る

。

決

し

て

依

存

さ

せ

る

経

営

コ

ン

サ

ル

タ

ン

ト

で

あ

っ

て

は

な

ら

な

い

と

考

え

、

私

の

支

援

の

ほ

と

ん

ど

は

、

期

限

を

定

め

た

有

期

の

プ

ロ

ジ

ェ

ク

ト

型

で

あ

る

。

　

以

上

、

私

の

経

営

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

・

ア

プ

ロ

ー

チ

の

三

つ

の

ポ

イ

ン

ト

に

つ

い

て

述

べ

た

が

、

と

ど

の

つ

ま

り

、

私

の

経

営

コ

ン

サ

ル

テ

ィ

ン

グ

は

「

自

走

状

態

」

を

構

築

す

る

た

め

の

支

援

な

の

で

あ

る

。

冒

頭

で

述

べ

た

「

健

全

か

つ

効

果

的

に

自

力

で

組

織

力

向

上

に

取

り

組

み

続

け

ら

れ

る

」

と

い

う

「

自

走

状

態

」

を

実

現

す

る

こ

と

に

、

今

後

と

も

注

力

し

て

い

き

た

い

。


